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図2 Entrez - PubMedホームページ（http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/）
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無料でWeb公開されることになり、これは遺
伝子情報との相互リンクを有するEntrezとして
統合された。現在では、先に述べた学術誌の電
子出版に対するリンクも設けられており、研究
者は、例えばある遺伝病に関連した原著論文の
別刷から、その遺伝子・ゲノム情報の詳細まで
を、すべて机上で調べられるようになった。
このようなインターネット上において無料で
使用できる研究資源は、実験による実証を主体
とする生命科学の研究手法に大きな影響を与え
始めている。すなわち、従来は人間の観察力や
経験、限られた情報から立てられた仮説を元に
して実験を行っていたが、最近ではコンピュー
タによって抽象化された一定の規則性に基づく
推測が、実験仮説あるいは考察として重要な意
味を持つようになってきた。これは例えば、遺
伝子断片の配列から抽出される相同性に基づく
遺伝子の分類や機能の推定、一定の機能を有す
るアミノ酸配列（モチーフ）に基づく機能の類
推などがあり、バイオインフォマティックス
Bioinformaticsと呼ばれている。より将来には、
普遍的法則の抽出、細胞や代謝のシミュレーシ
ョンなどへの発展が期待される分野である。
この例は、情報の蓄積が新しい学問領域を芽
生えさせた例としても見なすことができる。図
書館も含めた情報学が今世紀の学問に及ぼす影
響力の大きさを予期させる事例である。
3.ライフサイエンス辞書プロジェクトでの研究
資源の活用と公開
前2者に比べて極めて些細な例であるが、筆
者が関わる電子辞書プロジェクトは一研究者が
起こした研究成果の公開例としては当事者も予
想外の経緯をたどっている。
事の始まりは1993年、パソコンで専門用語の
漢字変換が不十分なことに業を煮やした筆者
が、学会や出版社に専門用語集の電子化公開の
予定について問い合わせたことにある。結局、
生命科学のような学際領域の専門用語は、既存
の辞書に頼らずに自作するしかないことがわか
り、当時パソコン通信というメディアを通じて
全国の有志を募ったところ、全員が異なる大
学・学部から成る7名が集まり、科研費の助成
を得られたことから辞書制作を始めた。用語は
MEDLINE抄録の英文をコンピュータで計量的
に解析するという手法で収集し、「多数決の論
理」によってよく使われる用語から順番に収録
した。当初から電子化して公開することを目的
としていたため、少しずつ改良した辞書をパソ
コン通信で配布していたが、その頃、現在の
Web技術が完成したことから公開媒体をホー
ムページに移行させた（図3）。
図3 ライフサイエンス辞書ホームページ（http://lsd.pharm.kyoto-u.ac.jp/）
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現在ではオンライン対訳辞書をはじめ、用例、
共起表現（ある単語の前後に出現する単語を示
すことで頻用される語法が分かる）、音声など、
書籍では不可能あるいは収録数に限界のある大
量の情報から自由に検索できるページを公開し
ている。また、携帯電話での検索や逐語訳を応
用した学習教材の提示システムなど、新しい試
みも行っている。
この電子辞書のホームページは、一日2万回
以上の辞書検索をKUINS経由で世界中から受け
ているが、そのサーバは少し性能が良いだけの
パソコンである。結局、こういった草の根的な
情報発信は、その情報が唯一あるいは独自であ
れば、インターネット上では検索ロボットでヒ
ットすることになり、価値あるものとして共有
されるようである。最近では多くの研究者が自
らのホームページを立ち上げて独自に研究情報
の発信を行っているが、それが意味あるものか
どうかは、専門に関連したキーワードを検索エ
ンジンに入力して評価してみるとよいのだろう。
このオンライン辞書の利用者は、意外なこと
に、当初、想定していた学生や初学者よりも製
薬企業やプロの翻訳者のほうが多いようであ
る。制作者としては辞書を常にアップデートし
なくてはならないという使命感を感じている
が、この仕事に使える時間との葛藤に陥ってい
るのが実情である。もしこの拙文を読んでくだ
さって興味を持たれた奇特な先生がいらした
ら、ぜひWebサイトのオンライン辞書を試み
ていただき、ご意見やご批判を頂戴できれば幸
いである。
演　習
『情報探索入門』では講義以上に、演習に力
を注いでいる。筆者の担当はインターネット演
習とデータベース演習の2回であり、前者では、
演習補助者である図書館職員の方々が考案され
た10種類ほどの課題から、学生が興味をもった
2つの課題についてインターネットの検索エン
ジンやディレクトリサービスを駆使して情報収
集するというものである。課題は例えば、京都
市の年間平均降水量を調べよ、といった簡単な
ものから、韓国に留学するための制度、手続き、
費用を調べよ、という壮大な人生計画を練り上
げるものまで多岐にわたっている。時にはこち
らも意地悪く、インターネットでは決して正解
にたどり着けない課題を出したりするが、実は
図書館で教科書を開けば必ず載っている常識だ
ったりしたこともある。そして、もう1回分の
演習課題が冒頭に記した人物調査である。
いずれの演習も、あらゆるインターネットあ
るいはデータベース資源を調べ上げることを要
求するが、ネット内の探索を繰り返すうちに、
学生はインターネットにはちょっと昔の古い情
報が少ないとか、収録されている情報の種類や
分野に偏りがあることや、情報の信頼性が疑わ
しいケースに気づいてくる。つまり、学生は情
報の信頼性にまで踏み込んで自分が得た情報を
吟味することを体験する。このようにして、結
局は電子メディアと従来のメディアを的確に使
い分けられる学生を育てたいとの思いが、この
演習には込められている。ともあれ、学部の2
回生が冒頭に列挙したような事柄を、内容の理
解はともかくも、情報としてはほぼ的確に収集
できるほどに京都大学のインフラは整備されて
きている。
インターネットを介した情報流通が学術研究
あるいは大学において中心的なメディアになり
つつあることが、現実味を帯びてきた。そんな
2002年における『情報探索入門』の一部分を紹
介した。
なお、講義で示したPowerPointレジュメ、演
習課題およびレポート講評については、2003年
5月まで下記で公開している（その後は2003年
度の内容に更新）。
http://www.media.kyoto-u.ac.jp/edu/lec/skaneko/
（かねこ　しゅうじ）
